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はじめに
現行幼稚園教育要領の領域「表現」にみられる

3．内容の取扱い「表現の過程を大切に」に改め
て注目したい。この「結果よりも過程重視」の明
示は、幼児期から工夫や創造、発見の経験によっ
て自尊感情や有能感を育てようとする観点が反映
されたことによる。学生の学力低下に加えて、自
己表現力や自信、コミュニケーション能力等の低
下が高等教育機関において問題視されている今日、
保育者養成における表現の授業にも、その力量形
成への貢献が期待されている。
造形表現は自発的で制約のない遊びのような経

験のチャンスを数多く含んでおり、心の開放と安
定につながる活動として注目される。また、もの
を相手に試行錯誤を重ねていく過程で、達成感や
具体的な成果を獲得することができる特徴を持つ。
学生の心の開放を促し、子どもの表現を育む保育
者に必要な資質能力を身につける取り組みは、こ
れまでも各養成校で領域や授業科目を超えて広く
行われてきている。
今回、造形、とくに絵画活動に対して「好きだ

けど得意じゃない」、実習で子どもの表現に出会
う楽しさよりも「指導できるか不安」という本学
学生の声を拾い、学生が遊ぶ主体となり、体験的
に造形表現の意味をとらえなおすことを目的とし
て「オイルパステルを用いた心の開放体験プログ
ラムを実施することとした。
授業を計画するにあたり、まず、現在の学校教

育が幼稚園・保育園・認定こども園の共通化、幼
児教育と小・中・高とのつながりの明確化という
大きな発展の時期にあることをふまえ、今日の保
育における造形表現がどのような流れの上に成り
立っているかを整理する。ここでは幼児の絵画活
動に焦点をあて、明治に保育制度が発足してから
の造形活動を概観する。
次に、体験後の学生を対象としたアンケート調
査の分析結果をもとに、本活動が学生に与える影
響と保育者に求められる資質能力との関連に注目
しながら、プログラムの成果と今後の授業展開に
ついて考察を深めることとする。

1．保育における造形表現の意味の変化
⑴ 明治～昭和にかけて
日本の幼児教育が明治期以降、欧米から摂取し
つつ、現実とすり合わせながら絶えずその方法論
について模索を続けてきたように、保育内容とし
て古い歴史を持つ造形活動もまた、芸術について
の考え方の変化や美術教育の動向にも関係して、
時代ごとにその意味を変化させてきた。
明治の幼稚園草創期から大正にかけて、幼児は
未完成な位置にとらえられ、保育内容も完成した
大人に近づけるための訓練的な方法の体得が重視
されていた。今日の造形活動に分類される「石盤
図画」「粘土細工」「剪紙」「剪紙貼付」「針画」
「縫画」「織紙」等の保育項目も、内容は保育者
の指示通りの模倣が中心であった。1899（明治32）
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年の「幼稚園保育及設備規定」では「手技」とい
う保育項目になり、戦後までその項目名で長らく
保育内容として定められた。造形活動には表現で
あることよりも、感覚器官の訓練が重視され、生
活や表現の技法の獲得のための活動として長らく
位置づけられてきた歴史がある。
2度の戦争を経て、国家としての方向性の中で

美術教育も時代とともに変容した。第一次大戦後
には自由主義思想を背景に山本鼎が自由画教育運
動を唱導し、保育にも自由画や自由切紙が登場し
た。第二次大戦後には民主主義運動の影響を強く
受けて、創造美育協会等の民間美術教育団体の活
動が華々しい活動を遂げている。子ども主体の
テーマ・描き方に価値を見出し、子どもの作品に
心理的な見方を加える等、子どもの創造性の発揮
を阻む抑圧を取り除き、自由な表現を推奨する教
育へと変化してきた。しかし実際には昭和後期ま
では「子ども主体」といいつつもかなり指導性が
高く、画一的な作品づくりが見受けられていた。
今日、子どもの表現については、発達的・心理

的側面等からその理解と援助の仕方について手が
かりとなる理論が示されているが、とくに絵画の
指導については自由と放任、模倣や塗り絵の功罪
等、現在でも様々な議論が続いており、悩みを抱
えている保育者も多い。いずれの指導形態にせよ、
情緒の安定や自分なりの表現を大切にすることが
幼児期の絵画指導の基本的姿勢である。「形が残
る」造形活動には、子どもの自信を深めたり、逆
に失わせたりする場合があること、作品・技術偏
重や画一的な指導に陥る危険性を常に孕んでいる
ことを心に留めておかなければならない。

⑵ 領域「表現」における造形表現
平成になり、幼児の主体的活動の重視、領域個

別でなく総合的保育の達成、幼児一人ひとりに応
じた指導が強調されるようになった。造形の分野
に関する最大の変化は、1989（平成元）年幼稚園
教育要領改訂での領域「表現」の登場である。従
来の領域の枠組みではおさまらなかった幼児の心
情表現、幼児の未分化にも呼応し、身体表現を含
め「表現」として総称した。教科と領域が混同さ

れがちであった過去の反省から、音楽や造形と
いった表現媒体別でなく総合的な活動として幅広
く「表現」ととらえたことのほか、「感性」の育
成を打ち出し、人間性豊かな心情の育成を基本に
据えたことも特色であった。1998（平成10）年改
訂ではより子どもを取り巻く環境が注視され、「生
きる力」をどのように育成するかが課題となった。
領域「表現」では、幼児の主体性と個々を尊重し、
のびのびと表現することに重きが置かれている。
2008（平成20）年改訂にも「生きる力」の理念は
踏襲され、「表現」では「他の幼児の表現に触れ
られる」ことや「表現する過程を大切に」が新た
に示された。
2017（平成29）年は新学習指導要領と同様に幼
稚園教育要領の改訂も公示され、さらに幼保連携
型認定こども園教育・保育要領、保育所保育指針
も併せて改訂された。
その目玉は、人間性の核となる「心情・意欲・
態度」という非認知の部分を含めた子どもたちの
学びへの着目であり、幼児教育には「主体的・対
話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）」の
土台形成が求められている。このことはそのまま、
自分―もの―他者との対話である造形表現の教育
的意義と、今後現場でのさらなる充実の必要性を
示唆するものでもあるi。保育とは、子どもと相
互的にかかわり営まれる創造的な生活であり、保
育者からの一方的な知識技能の教授や、言語中心
の間接経験の伝達などはふさわしくない。そして
ものとの相互作用で生まれる造形表現は、その過
程そのものが想像と思考のプロセスであり、造形
行為を通じた他者あるいは自分とのコミュニケー
ションとしての面も持ち合わせており、保育者の
積極的な受けとめや読み取りによる理解とフィー
ドバックによって支え育まれている。ものと自分
の対話によって得られる自己と、人から受けとめ
られる関係性から得られる自己を確かなものにす
ることは、子どもの発達にも必要不可欠である。
優劣を問わず、多様性を肯定することによって
自信を育み、子どもたちの可能性をひらくことの
できる保育者を目指すためにも、本実践では、無
理なく自分のありのままを表現することや、もの
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との対話から始まる自身の心の変化に向き合うこ
とを学生に促していきたい。技術や指導の面で絵
画に苦手意識や不安を抱える本学学生にはなおの
こと、保育における造形表現とは何かをとらえな
おす機会となるようにしたい。

2．実践内容
「心の開放」体験活動を計画するにあたり、小

川、山田（2017）の絵画療法の手順を参考にii、
表現することに対し気負わず、ものや環境に促さ
れ身を任せるようにして自ら始められる環境設定
を重視することに配慮した。具体的には、学生が
できあがりのイメージを固定されることのないよ
うに、指導者から一方的なモデルや対象の提示は
せず、オイルパステル（50色）の豊かな色彩との
出会いを活動の導入部とした。そして簡単な手順
の説明と材料・用具（はがき大の画用紙、オイル
パステル、スクラッチ用ニードルセット、予備の
紙、マスキングテープ、タイトル記入用付箋）の
適宜配布、時間の確認を行った。塗り方について
はオイルパステルの持つ色彩の鮮やかさをはっき

りと感じとれるように、手指を使い塗り広げるこ
とのみを伝えた。その後はつくり手の思いのまま
に表現することを促した。巡回中も指導者は作品
に手を加えたり、「もっとこうしたら」と助言し
たりすることはしない。学生が画材と対話する時
間を尊重し、そこから生まれた表現を一緒に楽し
んだり、認め励ますような表情・態度、言葉を投
げかけるようにした。
学生にはあらかじめ以下のことを伝えた。
・速さ、正確さ（息を吸う活動）を求められる表
現教育や日常生活の中で陥る呼吸困難の状態が、
表現の億劫さの原因にもなり得る。それは子ど
もも同じである。そこから離れ、色と遊び（息
を吐く活動）、その行為に意識を向けること。

・ここでは失敗も正解もない。ありのままの自分
を吐き出してよいこと。
・モデルや対象はなく、何かを描こうと気負わな
くてよいこと。
・個人の表現技術の優劣は重要ではないこと。
活動の最後には全員で鑑賞の時間（写真1）を設
けた。写真2～6は表現の一例である。

写真1 作品展示・鑑賞
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写真2「水の中の砂丘」
木櫛で削る（スクラッチ）

写真3「ぼわっ…」
指による混色・ぼかし

写真6「夜が降ってくる」
マスキングテープの活用

写真4「還り路」
オイルパステルを削り顔料を散らす

（ドリッピング）

写真5「あの日のあの子」
技法の組み合わせ

（スクラッチ、ドリッピング）
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子どもと美術（本学幼児教育学科1年次通年必
修科目）受講生103名を対象にし、オイルパステ
ル画（活動時間1．5コマ）体験後の感想アンケー
トから学生が本活動を通じ得たことについて分析
し、プログラムの成果と課題を考察する。

＜対象者＞
平成29年度「子どもと美術」（本学幼児教育学
科1年次通年 卒業必修科目、幼稚園免許・保育
士資格選択必修科目）受講生 合計103名

＜調査日＞
平成29年9月26日、28日

＜分析方法＞
回収した学生の感想アンケートから、活動を通

し学生が得たものについて整理した。
書かれている文章を単語・文節に区切り、素材

となる記述を内容の別に分類した。分類の手順は
以下の通りである。
・回答者一人ひとりの記述を、内容の別に分解し
た。

・全員分の記述を分解した後に、共通した内容を
グループ化し、各グループの内容を端的に表現
するラベルを作成した。

・ラベル毎の記述件数を算出した。
なお、今回のアンケート回収率は100％であっ
た。

5．結果と考察
図1は、回答者の記述を内容（ラベル）別に分

類し、各内容を記した回答者の数を件数として示
したものである。大項目では学生が活動を通じて
得られた事柄を4つに分類することができた。「自
身の感情との向き合い」92件「素材や技法（もの）
の理解」30件、「保育者としての心のあり方」25
件、「他者との結びつき」15件という結果になっ
た。
全体的に「楽しかった」「面白かった」「きれ
い」「感動」「満足感」「達成感」「和んだ」「リ
ラックス」「リフレッシュ感」等を得られたとい

う感想が目立ち、活動を通した「自身の感情との
出会い」が多くの学生たちにとって快いもので
あったことが明らかになった。そしてその「快さ」
の多くが、個人の意のままにできる「活動の自由
感から」（62件）によるものであった。表には明
記していないが、このうち20件が絵画活動への消
極さや苦手意識の軽減につながったという内容で
あり、活動前には「できるか否定的だった」「あ
まり楽しそうではなかった」「興味がなかった」
「自分をあらわすとなると難しい」「0から何か
を生み出すのは得意じゃない」「美術は得意じゃ
ない」「上手い下手を気にしていた」「手が汚れる
し、苦手」「いつもできないことだらけ」であっ
たのが、活動後には「少し楽しいと思えた」「興
味が持てるようになった」「自分の好きな通りに
描けるようになった」「迷いがなくなった」「色を
塗るだけでも楽しかった」「正解はなく、少し楽
しいかもと思えるきっかけになった」「手を汚す
ことでやりがいがあり、自分なりの作品ができた
のでよかった」「よいストレス発散」等と心境が
変化していた。学生の苦手意識へのアプローチが
できたことは本活動の大きな成果であった。
そして「楽しくて子どもの時を思い出したかの
ような楽しさだった」「時間を忘れてすごく楽し
めた」「自分の宝物になると思った」等、童心に
還った、夢中になったというコメントも見受けら
れた。自分なりの価値に向かい夢中になる姿は、
本来の遊びの姿そのものであり、情操教育として
の造形表現の意義を体現しているといえる。また、
学生は「画材の特性から」も活動への期待や表現
の意欲を高めていた。実際に50色ものオイルパス
テルを目の当たりにした学生からは「すごい」「き
れい」「初めてこんな色を見た」と歓声があがり、
喜んで手に取る姿が見られた。そしてモデルや対
象がないことによる活動の自由さ、画材の魅力に
よって、知的好奇心が掻き立てられ、積極的な表
現の発見・工夫の姿に結びついていた（「表現の
発見・工夫から」23件）。
そうした積極的な姿が、「分かった」「学んだ」
「気づいた」「できた」等の知識・能力や思考力・
判断力・表現力に関する記述へと繋がっていた
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〔「素材や技法（もの）の理解」〕。「色彩心理・効
果の理解」は16件あった。色については領域「表
現」の内容に「生活の中で様々な音、色、形、手
触り、動きなどに気づいたり、感じたりするなど
して楽しむ」と示されている。乳幼児期の色彩感
覚の育成が保育の大切な視点の一つとして位置づ
けられていることから、子どもの色彩教育に関す
る教材開発や保育者を対象とした色彩教育として
も可能性のある活動であったといえる。「技法や
画材の理解」（14件）についても指導者主導では
なく、ものとの探索的なかかわりを楽しみながら
学生自身が発見し確かめていく過程で自然と深め
られ、「保育者としての心のあり方」や「他者と
の結びつき」に見られる心情・意欲・態度面での
変化にも及んでいた。記述からは、学生たちが感
じ取り学んだことを、子ども自身にも学んでほし

いと考えており（「実践への意欲」12件）、保育者
養成の学びの姿として重要となる、子ども側、指
導者側の視点を重ねながら学ぶということができ
ていた。また記述数は少ないが、ありのままの自
分が否定されないことや、上手下手にとらわれず、
自由に表現することの大切さを確認でき（「表現
活動のとらえ方の理解」9件）、子どものものへ
のかかわりや心の動き、必要な環境を理解する手
立てにもなっていた（「子どもへの支援」4件）。
子どもたちを理解するうえで、非言語的コミュニ
ケーションの理解は欠かせない。色や線等の視覚
言語を通じた伝え合いの場では、表現の多様性や
互いを受容し尊重し合える人間関係を学ぶ機会
（写真7）にもなっていた〔（多様性の尊重）12
件、（情報の共有）3件〕。
今回、学生の心の開放体験が、子どもの心情や、

項目 件数 学生の感想（抜粋）

自身の感
情との向
き合い

快さ

活動の自由感
から 62

自由に自分の好きなように描けて、ウキウキ楽しい気分だった
モヤモヤしていた心を少し取り除くことができた
自分が好きなように表現することの楽しさや達成感を味わえた
アイデアがどんどん出てきて、指が痛いのも忘れて楽しく描けた

表現の発見・
工夫から 23

指使いや少しの仕方の違いで違ったものが出来上がることに感動した
ぼかすことで、全体的にふわふわしているような絵になり、心もリラックスできた
工夫するとたくさんのことができて、とても興味がわき、楽しんで活動できた
手で伸ばす描き方を初めてやってみて、楽しさを肌で感じた気がした

画材の特性か
ら 6 中学高校で触れてこなかった画材に触れることができ、新鮮さがあった

クレパスの色が豊富で、見た瞬間に描きたい気分が増した気がする
戸惑い 1 なんだこりゃといったものが完成し、自分の心の中は何を考えているのだろうと分からなくなった

素材や技
法（もの）
の理解

色彩心理・効果の理
解 16

きれいな色は心を落ち着かせることができると分かった
自分の内面を知ることができる
色の合わせ方でイメージや印象が変わってくることに今回の活動で改めて気づくことができた
自然の色合いや形にもよく目を向けるようになった

技法や画材の理解 14

指で擦り、思ったままの作品を作ることができ、画材の新しい使い方を知ることができた
クレパスを塗る時や擦る時、のばす時、様々な変化を見ることができた
指の加減で混ざり方や動きが変わることを知った
ただ描くだけでなく、指で少しにじませたりすれば幻想的な作品になる

保育者と
しての心
のあり方

実践への意欲 12

その時の感情とかで変わると思うので、子どもにさせたらおもしろそうだなと思った
すごく楽しくて、将来現場でやってみたいと思った
美術の楽しさを改めて感じたし、子どもたちとも共有したい
言葉や身振りで表現するのが苦手な子でも、造形でなら好きなように自分を表現できるから、保育者になっ
たらこのような活動をしたい

表現活動のとらえ方
の理解 9

思いを全て吐き出すことは何に対しても大切
絵を描くことに間違いはない
絵画は上手下手がすべてでなく、自分らしさが大切
苦手意識を持つのではなく、まず皆と楽しく活動することを心がける

子どもへの支援 4
どういったことをすれば子どもたちが興味を持ち参加してくれるかは、一緒になって楽しむことが重要
先生に自由に描いていいと言われ、気楽にできたのでそのような声掛けもしたい
子どもが楽しんだり夢中になって取り組める環境を作ってあげることが大切になってくる

他者との
結びつき

多様性の尊重 12

皆それぞれ色の好みも違う
それぞれの心の表現が素敵だと思えた
他の人の作品から色々思うところや感動があった
皆工夫していて、個性があるから、それを分かろうとしたり理解することが大切だと思った

情報の共有 3
他の人とアイデアを共有することで、イメージが色々浮かんだ
描き方を参考にしたり、他の人はどう表しているのか見たいと思うようになった
たくさんの人の作品から様々な技法があることを実感したり、次この技法を使いたいと思えた

図1 体験を通じ学生が得たもの（ラベル別の記述件数と内容）
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造形表現が得手不得手・上手下手で論じられるも
のではないということの体験的理解、また、表現
を楽しみながら造形の基礎技能や材料用具に関す
る知識を獲得する機会として、授業の一部に活用
できることを確かめられた。
今後の課題は、今回記述数の少なかった項目に

ついても学生の理解を定着させることである。例
えば「多様性の尊重」や「情報の共有」について
は、表現が保育者や友達のコミュニケーションの
中で育つことや自己・他者理解、表現の柔軟な読
み取りにもつながる重要な学びであり、幼稚園教
育要領の領域「表現」の内容の取扱いに示された
「他の幼児の表現に触れられるよう配慮」の理解
にも通じる部分であるため、今後の振り返りの中
で学生全体に理解を促していきたい。心を開き表
現する体験は、いわば造形表現の学習の入口であ
り、その後に続く基礎技能や子どもの個人差、発
達理解、幼児理解に基づいた造形指導の学習等と
の関連も踏まえて、授業全体から学生の造形表現
に対する理解の定着について、考察を加える必要

がある。
また「自分の心が分からなくなった」との記述
が一部あったように、学生からは美的感覚を満足
させる以外に、作品を手掛かりに自分の心理を探
ろうとする心の動きも見られた。絵からすべてが
分かるという考え方は適切ではないが、子どもの
理解を助ける一つの手段として、色彩の発達的な
理解と象徴的な意味の理解の両面についても押さ
えておくことは必要であり、今後の授業で触れる
部分でもある。内容の程度と時期について今後検
討を重ねたい。
心を開放しのびのび描くということで大切なの
は、主体となるべき自分の発見である。慌ただし
い外からの刺激や情報を一旦排除し、画材の扱い
や活動に集中して向かう態度を身につけながら、
日頃意識していない自己の発見や浮上してくる平
穏な心を得ることであるiii。ここでは正しい答え
も存在しないし、迷い揺れることも否定されない。
心のままにと思いながらも、出来栄えを気にして
かなり意図的に操作していた自分に気づいてしま

写真7 学生作品 2枚とも作者は違うが同じ「秋」というタイトル。

写真8 学生作品 タイトル「マイゴ」

昆 正 子
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い、いったん手を休める者もいた。写真8の絵を
描いた学生の場合は、悩む自分自身と対面しなが
ら独自の表現を模索し、タイトルを「マイゴ」と
つけた。それらの過程や試行錯誤の痕跡に意味が
あり、それらを価値づけられることが保育者の大
切な資質の一つであることを、すべての学生が感
じられるようにしていくために、今後より丁寧な
フィードバックを心掛けていきたい。
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